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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第146期

第３四半期
連結累計期間

第147期
第３四半期
連結累計期間

第146期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 1,008,328 1,181,528 1,432,644

経常利益 (千円) 33,147 68,585 50,752

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 46,356 49,399 78,589

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 46,612 51,195 78,800

純資産額 (千円) 3,496,937 3,579,748 3,529,061

総資産額 (千円) 6,157,482 6,213,554 6,230,154

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 44.29 47.20 75.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 56.8 57.6 56.6
 

 

回次
第146期

第３四半期
連結会計期間

第147期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 16.79 31.80
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、各期において潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

４．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。第146期の期首に当該

株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当第３四半期連結累計期間において、当社は四半期連結キャッシュ・フロー計算書を

作成していないため、「キャッシュ・フローの状況の分析」については記載しておりません。

 

　(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用環境の改善や海外需要、株高等を背景に景気は回復基調

にあるものの、当社のようなミニシアター経営におきましては、その景況に大きな変化はなく厳しい状況が続いてお

ります。このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、映画事業部門

は、「新宿武蔵野館」の興行成績は比較的堅調であったものの、「シネマカリテ」における映画興行収入の減少と映

画配給関連の営業費用負担の影響でセグメント損失を計上することとなりました。不動産事業部門は、テナントビル

の状況等に大きな変化はなく営業成績は安定的に推移いたしました。自動車教習事業部門は、学生を中心とした自動

車運転免許の取得需要が伸び悩み、営業利益は減少いたしました。その結果、全体として売上高は11億８千１百万円

（前年同期比17.2％増）、営業利益は１千３百万円（前年同期比42.3％減）、経常利益は一時的な受取配当金の計上

があったことなどから６千８百万円（前年同期比106.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４千９百万円

（前年同期比6.6％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間のセグメント情報ごとの業績の状況は以下の通りであります。

（「生産、受注及び販売の状況」については、当社は映画興行や不動産賃貸業を中心に業態を形成しており、受

注・販売形式の営業活動は行っておりません。販売の状況については、下記に示したセグメント情報ごとの業績の状

況をご参照ください。）
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（映画事業部門）

平成28年11月のリニューアルオープンから一年が経過した「新宿武蔵野館」では、『南瓜とマヨネーズ』『永遠の

ジャンゴ』等、また「シネマカリテ」では、『勝手にふるえてろ』『エンドレス・ポエトリー』等、話題作を上映し

映画ファンの期待に応えてまいりましたが、「シネマカリテ」における映画興行収入の減少や、連結子会社における

映画配給関連事業に係る営業費用負担の影響もあり、部門全体の売上高は４億５千１百万円（前年同期比61.7%

増）、セグメント損失は４千４百万円（前年同期は３千９百万円のセグメント損失）となりました。

（不動産事業部門）

賃貸部門におきましては、不動産管理業務および主要テナントビルの賃貸状況は大きな変化はなく、営業成績は堅

調に推移いたしました。販売部門は、業界の動向に気を配りながら営業機会を模索しておりますが、具体的な営業成

績の計上には至っておりません。その結果、部門全体の売上高は４億３千１百万円（前年同期比10.9%増）、セグメ

ント利益は２億７千６百万円（前年同期比19.3%増）となりました。

（自動車教習事業部門）

卒業シーズンを控えた高校生・大学生を中心に、運転免許取得を促進するための各種割引キャンペーン等をＰＲし

てまいりましたが、まだまだその出足は鈍く、キャンペーンの効果が現れるには至っておりません。その結果、部門

全体の売上高は２億２千９百万円（前年同期比4.9%減）、セグメント利益は４百万円（前年同期比83.0%減）となり

ました。

（商事事業部門）

東京都目黒区において経営委託している飲食店は、季節に応じたメニューの開発や物販に力を入れ、集客をはかっ

てまいりましたが、営業成績は前年同期を下回りました。なお、住宅資材の販売につきましては、平成28年10月をも

ちまして取引を終了しております。その結果、部門全体の売上高は６千２百万円（前年同期比32.4%減）、セグメン

ト利益は５百万円（前年同期比28.0%増）となりました。

（その他）

主としてマクミラン・アリスの版権料収入や自販機手数料でありますが、その他の売上高は全体で７百万円（前年

同期比3.4%増）、セグメント利益は２百万円（前年同期比48.3%減）となりました。

 

※　スポーツ・レジャー事業部門は営業中止中であります。

 

　(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、減価償却による有形固定資産の減少があったことなどから、前連

結会計年度末に比べ、１千６百万円減の62億１千３百万円となりました。

　負債合計は、法人税等の支払による未払法人税等の減少があったことなどから、前連結会計年度末に比べ６千７百

万円減の26億３千３百万円となりました。

　純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、前連結会計年度末に比べ５千万円増の35億７

千９百万円となりました。

 

　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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　(4)研究開発活動

該当事項はありません。

 

　(5)従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数に著しい変動はありません。

 

　(6)主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の状況に著しい変動はありません。

 

　(7)経営者の問題認識と今後の方針について

当第３四半期連結累計期間におきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、利益剰余金は１億

２千７百万円となりました。今後も将来の利益配分を見据えた自己資本の増強に向けて、確実に利益を積み上げてい

くために、既存事業の収益力強化に向けた業務改善や、映画の自社買付配給等の映画事業に関連したビジネス・コン

テンツの開発など、早期復配の実現に向けて営業努力を重ねてまいります。

部門別には、映画事業では、シネマカリテの内装を一部改装し、より魅力ある劇場空間作りを施すことで映画興行

収入の増加をはかるとともに、シネコンとは一線を画した映画のラインナップを継続し、ミニシアターならではの個

性的な番組編成を提供してまいります。また、「小さな園の大きな奇跡」に続く自社買付作品の配給につきまして

も、引き続き慎重に検討してまいります。不動産事業は不動産賃貸物件のメンテナンスに気を配り収益の維持に努

め、自動車教習事業は学生の卒業シーズンに向けて新規教習生にしっかりとＰＲすべく各種キャンペーンを行ってま

いります。一方で、遊休資産となっている旧甲府武蔵野シネマ・ファイブ土地建物につきましては、売却を基本方針

に、引き続き今後も情報の収集を綿密に行ってまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

（注）平成29年６月29日開催の第146回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されました。これによ

り、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は36,000,000株減少し、

4,000,000株となっております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,050,000 1,050,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であり
ます。

計 1,050,000 1,050,000 ― ―
 

（注）１．平成29年６月29日開催の第146回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されました。これ

により株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行済株式総数は、9,450,000株減少し、

1,050,000株となっております。

 ２．平成29年５月26日開催の取締役会において、単元株式数変更に係る議案が承認可決されました。同取締役

会決議は、上記株式併合の効力発生日をもって効力を発生するものですので、平成29年10月１日（株式併合

の効力発生日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更となっております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日 △9,450,000 1,050,000 ― 1,004,500 ― ―
 

（注）平成29年６月29日開催の第146回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されました。これによ

り、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行済株式総数は9,450,000株減少し、1,050,000

株となっております。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

34,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,408,000
10,408 ―

単元未満株式
普通株式

58,000
― ―

発行済株式総数 10,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,408 ―
 

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式141株が含まれております。

 ２．平成29年６月29日開催の第146回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されました。これ

により株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行済株式総数は、9,450,000株減少し、

1,050,000株となっております。

 ３．平成29年５月26日開催の取締役会において、単元株式数変更に係る議案が承認可決されました。同取締役

会決議は、上記株式併合の効力発生日をもって効力を発生するものですので、平成29年10月１日（株式併合

の効力発生日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更となっております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
武蔵野興業株式会社

東京都新宿区新宿3-36-6 34,000 ― 34,000 0.32

計 ― 34,000 ― 34,000 0.32
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

武蔵野興業株式会社(E04591)

四半期報告書

 7/19



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 572,108 639,248

  受取手形及び売掛金 47,762 37,645

  たな卸資産 1,722 2,042

  繰延税金資産 22,775 23,821

  その他 77,975 47,530

  貸倒引当金 △740 △969

  流動資産合計 721,605 749,318

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 787,395 743,069

   機械装置及び運搬具（純額） 39,544 42,814

   工具、器具及び備品（純額） 29,698 29,156

   土地 3,904,167 3,904,167

   リース資産（純額） 95,862 76,029

   有形固定資産合計 4,856,668 4,795,237

  無形固定資産   

   借地権 67,260 67,260

   その他 11,858 13,624

   無形固定資産合計 79,118 80,884

  投資その他の資産   

   投資有価証券 422,480 443,154

   繰延税金資産 12,173 10,045

   敷金及び保証金 89,146 89,146

   その他 53,569 50,374

   貸倒引当金 △4,607 △4,607

   投資その他の資産合計 572,762 588,113

  固定資産合計 5,508,549 5,464,236

 資産合計 6,230,154 6,213,554
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 88,010 69,694

  短期借入金 133,548 102,948

  リース債務 25,943 24,002

  未払法人税等 49,658 5,672

  賞与引当金 11,222 12,696

  その他 274,170 284,594

  流動負債合計 582,553 499,608

 固定負債   

  長期借入金 220,883 253,862

  リース債務 69,919 52,026

  役員退職慰労引当金 8,906 8,906

  退職給付に係る負債 113,690 108,572

  長期預り敷金 614,246 619,036

  再評価に係る繰延税金負債 1,082,196 1,082,196

  その他 8,696 9,596

  固定負債合計 2,118,539 2,134,197

 負債合計 2,701,093 2,633,805

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,004,500 1,004,500

  利益剰余金 78,505 127,904

  自己株式 △7,943 △8,451

  株主資本合計 1,075,062 1,123,953

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,914 3,711

  土地再評価差額金 2,452,083 2,452,083

  その他の包括利益累計額合計 2,453,998 2,455,795

 純資産合計 3,529,061 3,579,748

負債純資産合計 6,230,154 6,213,554
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 1,008,328 1,181,528

売上原価 498,901 660,606

売上総利益 509,427 520,922

販売費及び一般管理費 485,482 507,098

営業利益 23,944 13,824

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,757 50,523

 持分法による投資利益 20,286 15,168

 その他 527 1,943

 営業外収益合計 22,572 67,635

営業外費用   

 支払利息 2,806 2,319

 遊休資産維持管理費用 10,013 9,771

 その他 550 782

 営業外費用合計 13,369 12,873

経常利益 33,147 68,585

特別利益   

 受取補償金 ※１  143,545 －

 特別利益合計 143,545 －

特別損失   

 関係会社株式評価損 ※２  70,000 －

 特別損失合計 70,000 －

税金等調整前四半期純利益 106,692 68,585

法人税、住民税及び事業税 60,335 18,104

法人税等調整額 － 1,082

法人税等合計 60,335 19,186

四半期純利益 46,356 49,399

親会社株主に帰属する四半期純利益 46,356 49,399
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 46,356 49,399

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 255 1,796

 その他の包括利益合計 255 1,796

四半期包括利益 46,612 51,195

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 46,612 51,195
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

関連会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

(株)野和ビル 389,000千円 (株)野和ビル 353,000千円
 

 

　　(四半期連結損益計算書関係)

　　※１　受取補償金

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

新宿武蔵野館が入居するテナントビルの耐震工事に伴う休館および映画館設備の復旧等に係る受取補償金であ

ります。

 
　　※２　関係会社株式評価損

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

ROCES MUSASHINO HOLDINGS,INC.株式の評価損であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 61,881千円 85,933千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

映画事業 不動産事業
自動車教
習事業

商事事業 計

売上高        

  外部顧客への売上
高

279,165 388,755 241,705 91,903 1,001,529 6,799 1,008,328

  セグメント間の内
部売上高又は振替高

― 52,812 ― ― 52,812 ― 52,812

計 279,165 441,567 241,705 91,903 1,054,341 6,799 1,061,140

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△39,304 232,139 23,711 4,553 221,099 5,292 226,392

 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、版権事業その他であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 221,099

「その他」の区分の利益 5,292

セグメント間取引消去 △198

全社費用(注) △202,248

四半期連結損益計算書の営業利益 23,944
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。　
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計

映画事業 不動産事業
自動車教
習事業

商事事業 計

売上高        

  外部顧客への売上
高

451,374 431,092 229,938 62,095 1,174,500 7,028 1,181,528

  セグメント間の内
部売上高又は振替高

― 52,812 ― ― 52,812 ― 52,812

計 451,374 483,905 229,938 62,095 1,227,312 7,028 1,234,341

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△44,843 276,916 4,035 5,829 241,937 2,736 244,673

 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、版権事業その他であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 241,937

「その他」の区分の利益 2,736

セグメント間取引消去 694

全社費用(注) △231,544

四半期連結損益計算書の営業利益 13,824
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 44円29銭 47円20銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 46,356 49,399

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

46,356 49,399

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,046,714 1,046,587
 

 (注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

武蔵野興業株式会社

取締役会  御中

 

八重洲監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   本　　間　　英　　雄   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   滝　　澤　　直　　樹   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵野興業株式

会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵野興業株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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